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(54)【発明の名称】 内視鏡用生検鉗子

(57)【要約】
【課題】粘膜表面付近の浅い位置だけから十分な量の組
織標本を採取することができる内視鏡用生検鉗子を提供
すること。
【解決手段】鉗子カップ５の縁部の先端側の部分５１を
直線状に形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】縁部が刃状に形成された鉗子カップを嘴状
に開閉自在にシースの先端に配置し、上記シース内に軸
線方向に進退自在に挿通配置された操作ワイヤを介し
て、上記シースの手元側から上記鉗子カップを遠隔的に
開閉するようにした内視鏡用生検鉗子において、
上記鉗子カップの縁部の先端側の部分を直線状に形成し
たことを特徴とする内視鏡用生検鉗子。
【請求項２】上記鉗子カップの縁部の直線状部分が、上
記シースの先端部分の軸線方向に対して垂直方向に向い
ている請求項１記載の内視鏡用生検鉗子。
【請求項３】上記鉗子カップの縁部の直線状部分が、上
記シースの先端部分の軸線方向に対して斜めに向いてい
る請求項１記載の内視鏡用生検鉗子。
【請求項４】上記鉗子カップの幅方向長さが縦方向長さ
より長い請求項１、２又は３記載の内視鏡用生検鉗子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の鉗子チ
ャンネルに挿通されて体内から組織標本を採取するため
の内視鏡用生検鉗子に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用生検鉗子は一般に、縁部が刃状
に形成された鉗子カップが嘴状に開閉自在にシースの先
端に配置され、シース内に軸線方向に進退自在に挿通配
置された操作ワイヤを介して、シースの手元側から鉗子
カップを遠隔的に開閉させるようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】図１０は、従来の内視
鏡用生検鉗子によって体内の粘膜面の患部組織１００を
切除して採取する際の状態を示しており、患部組織１０
０を切除、採取するための鉗子カップ５，５は各々半球
状のカップを縦方向に引き延ばした形状に形成されて、
その先端部分の縁部は半円形状になっている。
【０００４】そのような形状の鉗子カップ５，５で患部
組織１００を切除、採取する場合、図１１に示されるよ
うに、検査に有効な一定量の標本を採取するためには粘
膜表面よりある程度深いところの組織まで切り取る必要
がある。
【０００５】しかし、例えば小さな声帯ポリープ等を切
除する際には、声を出すための振動をする組織まで切除
すると、その人の声が変化してしまう問題があり、それ
を避けようとすると、組織量が少なくて検査に有効な標
本を採取することができなかった。
【０００６】そこで本発明は、粘膜表面付近の浅い位置
だけから十分な量の組織標本を採取することができる内
視鏡用生検鉗子を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用生検鉗子は、縁部が刃状に形成さ
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れた鉗子カップを嘴状に開閉自在にシースの先端に配置
し、シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された操
作ワイヤを介して、シースの手元側から鉗子カップを遠
隔的に開閉するようにした内視鏡用生検鉗子において、
鉗子カップの縁部の先端側の部分を直線状に形成したも
のである。
【０００８】なお、鉗子カップの縁部の直線状部分が、
シースの先端部分の軸線方向に対して垂直方向に向いて
いてもよく、或いはシースの先端部分の軸線方向に対し
て斜めに向いていてもよい。また、鉗子カップの幅方向
長さが縦方向長さより長くてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、本発明の第１の実施例の内視鏡用生
検鉗子の先端部分の側面断面図であり、図１はその平面
断面図である。ただし図１には、構造を理解し易いよう
に、本来の平面断面図には現れない位置にある二つの中
間リベット６３ａ，６３ｂ等を図示してある。
【００１０】１は、図示されていない内視鏡の鉗子チャ
ンネルに挿脱される可撓性シースであり、例えばステン
レス鋼線を一定の径で密着巻きしたコイルパイプによっ
て形成されている。
【００１１】可撓性シース１内には、操作ワイヤ２が軸
線方向に進退自在に全長にわたって挿通配置されてお
り、可撓性シース１の手元側に連結された操作部（図示
せず）において進退操作される。
【００１２】可撓性シース１の先端に連結固着された先
端支持枠３には、先側から大きく切り込まれたスリット
３１が形成されている。そして、一対の鉗子カップ５
（５ａ，５ｂ）が、スリット３１を横切る状態に先端支
持枠３の先端近傍に取り付けられた支持軸４を中心にし
て嘴状に開閉するように支持軸４に支持されている。
【００１３】スリット３１内には、操作ワイヤ２の進退
動作を鉗子カップ５の開閉動作に変換するリンク機構６
が配置されている。このリンク機構６はいわゆるパンタ
グラフ状に構成されており、各鉗子カップ５（５ａ，５
ｂ）に一体形成されたリンク部６１ａ，６１ｂに、中間
リベット６３ａ，６３ｂにより中間リンク板６２ａ，６
２ｂが連結されている。
【００１４】そして、操作ワイヤ２の先端に固着された
ワイヤ連結リンク６５の先端部分に、二つの中間リンク
板６２ａ，６２ｂの後端部分が、後側リベット６４によ
って連結されている。
【００１５】一対の鉗子カップ５（５ａ，５ｂ）は、各
々が半球状のカップを左右両方向に長円形状に引き延ば
した形状に形成されており、鉗子カップ５の縁部の先端
側の部分５１は、支持軸４の向きと平行（したがって、
可撓性シース１の先端部分の軸線に対して垂直）な直線
状になっている。具体的寸法としては、例えば、鉗子カ
ップ５の縦方向長さＡが２ｍｍ程度の場合に、幅方向の



(3) 特開２００１－２９９６８９

10

20

30

3
長さＢが３ｍｍ～６ｍｍ程度である。
【００１６】図３は、上述のように構成された実施例の
内視鏡用生検鉗子により患部組織１００を切除、採取す
る際の状態を示しており、鉗子カップ５が横長に形成さ
れて、鉗子カップ５の縁部の先端側の部分５１が横向き
の直線状に形成されているので、鉗子カップ５で患部組
織１００を挟み込んだとき、図４に示されるように、鉗
子カップ５が粘膜表面から深く入らず、粘膜表面付近の
浅い位置だけから広い幅で十分な量の組織標本を採取す
ることができる。
【００１７】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図５に示される第２の実施例のよう
に、一方の鉗子カップ５ｂを先端支持枠３と一体的に形
成して、他方の鉗子カップ５ａだけが支持軸４を中心に
嘴状に開閉するいわゆる片開き式の内視鏡用生検鉗子に
本発明を採用してもよい。
【００１８】また、図６に示される第３の実施例のよう
に、鉗子カップ５（５ａ，５ｂ）に一体に形成されたリ
ンク部６１ａ，６１ｂに操作ワイヤ２の先端を直接連結
して、鉗子カップ５を開閉駆動するようにしてもよい。
【００１９】また使用する部位や目的等に対応して、図
７に示される第４の実施例のように、鉗子カップ５を左
右方向に偏った形状に形成してもよく、図８及び図９に
示される第５及び第６の実施例のように、鉗子カップ５
の縁部の先端側の部分５１を、支持軸４と平行ではなく
可撓性シース１の先端部分の軸線方向に対して斜めに形
成してもよい。
【００２０】
【発明の効果】本発明によれば、鉗子カップの縁部の先
端側の部分を直線状に形成したことにより、粘膜表面付
近の浅い位置だけから十分な量の組織標本を採取するこ
とができ、小さな声帯ポリープ等を患者の声の変化を起*
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*こすことなく切除、採取することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の平面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の側面断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用生検鉗子の使
用状態を略示する斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用生検鉗子によ
る標本採取状態の略示図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の側面断面図である。
【図６】本発明の第３の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の側面断面図である。
【図７】本発明の第４の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の平面断面図である。
【図８】本発明の第５の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の平面断面図である。
【図９】本発明の第６の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の平面断面図である。
【図１０】従来の内視鏡用生検鉗子の使用状態を略示す
る斜視図である。
【図１１】従来の内視鏡用生検鉗子による標本採取状態
の略示図である。
【符号の説明】
１  可撓性シース
２  操作ワイヤ
４  支持軸
５  鉗子カップ
６  リンク機構
５１  鉗子カップの縁部の先端側の部分
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